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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の成分と第２の成分のブレンドを含む排気ガスを処理するための触媒組成物であっ
て、ブレンド中の触媒的に活性な成分の全重量に基づき、１５から２５重量パーセントの
該第１の成分及び８５から７５重量パーセントの該第２の成分を含み、該第１の成分は、
モレキュラーシーブ成分であり、該モレキュラーシーブは、Ｆｅイオン交換されているＭ
ＦＩ、ＢＥＡ、又はＦＥＲアルミノシリケートであり、該第２の成分は、アルミナ、チタ
ニア、ジルコニア、セリア、シリカ、及びこれらの組み合わせから選択される金属酸化物
の担体上に担持されているバナジウム酸化物である、触媒組成物。
【請求項２】
　モレキュラーシーブが、１から１０重量パーセントのイオン交換したＦｅを含む請求項
１に記載の触媒組成物。
【請求項３】
　金属酸化物の担体が、チタン酸化物である請求項１に記載の触媒組成物。
【請求項４】
　第２の成分が、更にタングステン酸化物を含む請求項１に記載の触媒組成物。
【請求項５】
　第２の成分が、更にバナジン酸鉄を含む請求項１に記載の触媒組成物。
【請求項６】
　ブレンドが、第１及び第２の成分の重量に基づいて０．５から５重量パーセントのバナ
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ジウム酸化物を含む請求項１に記載の触媒組成物。
【請求項７】
　一又は複数の充填剤、結合剤、加工助剤、水、及びドープ剤を更に含む請求項１に記載
の触媒組成物を含む触媒ウォッシュコートスラリー。
【請求項８】
　請求項１に記載の触媒組成物でコーティングされている基材又は請求項１に記載の触媒
組成物を含有する基材を含む触媒体であって、該基材が金属製フロースルー基材、セラミ
ック製フロースルー基材、ウォールフロー型フィルター、焼結金属フィルター、パーシャ
ルフィルター、及び押出成形触媒ハニカムから選択される、触媒体。
【請求項９】
　選択的にＮＯＸを還元し、及び／又はＮＨ３を酸化するための第２の触媒組成物を有す
るウォッシュコートを更に含む、請求項８に記載の触媒体。
【請求項１０】
　前記第２の触媒組成物が、（ａ）請求項１に記載の触媒ブレンド、（ｂ）遷移金属で活
性化されているモレキュラーシーブ、（ｃ）白金族金属触媒、又は（ｄ）バナジウム系触
媒から選択される、請求項９に記載の触媒体。
【請求項１１】
　基材は、アンモニアを酸化するための白金族金属を含有する第１層と、請求項１に記載
の触媒組成物を含む第２層とを含み、該第１層は、該基材上又は中に直接配され、該第２
層は、該第１層を覆う、請求項８に記載の触媒体。
【請求項１２】
　アンモニアスリップ触媒（ＡＳＣ）の上流に選択的接触還元（ＳＣＲ）触媒を含む、排
気ガスを処理するためのシステムであって、前記ＳＣＲ及びＡＳＣ触媒の少なくとも一つ
が請求項１に記載の触媒組成物を含む、システム。
【請求項１３】
　前記選択的接触還元触媒の上流に配される白金族金属を有するディーゼル酸化触媒を更
に含む、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　ａ．請求項１に記載の触媒組成物存在下、ＮＯＸ及び／又はＮＨ３を含有する排気ガス
流と接触させる工程、及び
　ｂ．前記ＮＯＸの少なくとも一部をＮ２に転化する工程、及び／又はＮＨ３の少なくと
も一部をＮ２及びＮＯ２の少なくとも一種に転化する工程
を含む、排気ガスを処理するための方法。
【請求項１５】
　前記排気ガスが、体積で４：１から１：３までのＮＯとＮＯ２の比を含む、請求項１４
に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、炭化水素燃料の燃焼の結果として生じる排気ガス、特に、ディーゼルエンジ
ンによって産生される排気ガスのような窒素酸化物を含む排気ガスを処理するために有用
である、触媒、システム、及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　大抵の燃焼排気ガスの最も大きな部分は、比較的穏和な窒素（Ｎ２）、水（Ｈ２Ｏ）、
及び二酸化炭素（ＣＯ２）を含有するが、該排気ガスは、比較的小さな部分で、不完全燃
焼からの一酸化炭素（ＣＯ）、未燃焼の燃料からの炭化水素（ＨＣ）、過度の燃焼温度か
らの窒素酸化物（ＮＯＸ）、及びパティキュレートマター（大部分はスート）のような有
害及び／又は有毒な物質も含有する。大気中に放出される排気ガスの環境影響を軽減する
ために、これらの望ましくない成分の量を、別の有害又は有毒な物質を生じないプロセス
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により、除去又は削減することは望まれる。
【０００３】
　車両の排気ガスから除去する最も負担となる成分の一つは、ＮＯＸであり、一酸化窒素
（ＮＯ）、二酸化窒素（ＮＯ２）及び／又は一酸化二窒素（Ｎ２Ｏ）を含む。排気ガスが
十分な酸素を含有し還元の代わりに酸化反応を好むので、ディーゼルエンジンにより生じ
るような、リーンバーン排気ガス中のＮＯＸのＮ２への還元は、特に問題である。しかし
、選択的接触還元（ＳＣＲ）として一般に知られるプロセスによりＮＯＸはディーゼル排
気ガス中で還元され得る。ＳＣＲプロセスは、触媒の存在下で、還元剤の補助により、Ｎ
ＯＸの単純な窒素（Ｎ２）と水への転化を伴う。ＳＣＲプロセスにおいて、アンモニアの
ようなガス状の還元剤は、排気ガスをＳＣＲ触媒と接触させる前に、排気ガス流に添加さ
れる。該還元剤は該触媒上に配され、ガスが該触媒化された基材中又はその上を通過する
間にＮＯＸ還元反応は起こる。
【０００４】
　Ｎ２を還元剤として用いる選択的接触還元（ＳＣＲ）システムにおいて、いくつかの化
学反応は起こり、これらの全ては、ＮＯＸを還元して単純な窒素にする望ましい反応を示
す。主要な反応機構は式（１）に示される。
　　　　　４ＮＯ　＋　４ＮＨ３　＋　Ｏ２　→　４Ｎ２　＋　６Ｈ２Ｏ       （１）
【０００５】
　競争的な、酸素との非選択的な反応は、二次的な排出を生じ得るか、又は非生産的にＮ
Ｈ３を消費し得る。このような非選択的な反応の一つは、ＮＨ３の完全な酸化であり、式
（２）に示される。
　　　　　４ＮＨ３　＋　５Ｏ２　→　４ＮＯ　＋　６Ｈ２Ｏ　　             （２）
【０００６】
　更に、ＮＯＸ中に存在するＮＯ２のＮＨ３との反応は、反応（３）により進行すると考
えられる。
　　　　　３ＮＯ２　＋　４ＮＨ３　→　（７／２）Ｎ２　＋　６Ｈ２Ｏ       （３）
【０００７】
　更に、ＮＨ３とＮＯとＮＯ２の間の反応は、反応（４）により示される。
　　　　　ＮＯ　＋　ＮＯ３　＋　２ＮＨ３　→　２Ｎ２　＋　３Ｈ２Ｏ       （４）
【０００８】
　反応（１）、（３）、及び（４）の反応速度は、反応温度及び使用した触媒の種類に依
存して大きく変わり、一般に、反応（４）の反応速度は、反応（１）及び（３）の２から
１０倍である。
【０００９】
　車両のＩＣエンジンからＮＯＸ排出を処理するＳＣＲ技術の応用、特にリーンバーンＩ
Ｃエンジンは、よく知られている。この目的のために開示された典型的な従来技術のＳＣ
Ｒ触媒は、ＴｉＯ２上に担持されるＶ２Ｏ５／ＷＯ３を含む（国際公開第９９／３９８０
９号参照）。しかし、いくつかの応用において、バナジウム系触媒の熱耐久性及び熱性能
は、容認できない。
【００１０】
　内燃機関の排気ガスからＮＯＸを処理するために研究されてきたＳＣＲ触媒の一分類は
、遷移金属で交換されたゼオライトである（国際公開第９９／３９８０９号及び米国特許
第４９６１９１７号参照）。しかし、使用中に、ＺＳＭ－５のような特定のアルミノシリ
ケートのゼオライト及びベータゼオライトは、多くの欠点を有する。これらは、特にＣｕ
／ベータ及びＣｕ／ＺＳＭ－５触媒を用いると、高温水熱熟成の間に脱アルミニウム化を
受けやすくなり酸性度の低下をもたらし、ベータ系及びＺＳＭ－５系の両方の触媒は、比
較的低い温度で触媒に吸着される炭化水素によっても影響を受け、そして、触媒システム
の温度が重要な発熱物の生成を増進されるように酸化され、熱的に触媒を損傷し得る。こ
の問題は、車両ディーゼルの応用において特に深刻であり、炭化水素のかなりの量は、コ
ールドスタートの間触媒に吸着され得る。ベータ及びＺＳＭ－５の両方のゼオライトは、
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炭化水素によりコークス化する傾向があり、それは触媒性能を低下させる。従って、選択
的接触還元プロセスに対し改善される触媒の必要が残る。
【発明の概要】
【００１１】
　出願人は、バナジウム系ＳＣＲ又はＡＳＣ触媒を特定のモレキュラーシーブとブレンド
することは、これらの成分のそれぞれが単独であるとみなされる場合にみられない触媒性
能を改善することを発見した。特に、本発明の触媒は、既知のＳＣＲ触媒及びＡＳＣ触媒
と比べ、改善される高温性能、改善される水熱安定性、高い耐硫黄性、及び改善される耐
ＮＯ２性を達成する。このようなブレンドは、好ましくはＨ＋型又はＦｅ等の遷移金属で
イオン交換される中で好ましくは特定のアルミノシリケート又はフェロシリケートのモレ
キュラーシーブを含有する。好ましくは、該モレキュラーシーブは、ＭＦＩ、ＢＥＡ、又
はＦＥＲから選択される骨格を有する。
【００１２】
　従って、第１の成分と第２の成分のブレンドを含む排気ガスを処理するための触媒組成
物が提供され、該第１の成分は、アルミノシリケート又はフェロシリケートのモレキュラ
ーシーブ成分であり、該モレキュラーシーブは、Ｈ＋型であるか又は一又は複数の遷移金
属でイオン交換され、該第２の成分は、アルミナ、チタニア、ジルコニア、セリア、シリ
カ、及びこれらの組み合わせから選択される金属酸化物上に担持するバナジウム酸化物で
ある。
【００１３】
　発明のもう一つの態様によると、ここに記載されるような触媒ブレンドを含む触媒のウ
ォッシュコートが提供される。
【００１４】
　発明のもう一つの態様によると、ここに記載されるような触媒ブレンドを含む触媒体、
好ましくはフロースルーモノリスが提供される。
【００１５】
　発明の更にもう一つの態様によると、ディーゼル内燃機関により発生される排気ガスの
ような排気ガス中でＮＯＸ又はＮＨ３を処理するための方法が提供され、ここで該方法は
、排気ガスをここに記載されるような触媒のブレンドと接触させることを伴い、それによ
り排気ガス中のＮＯＸ又はＮＨ３の濃度が削減される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施例に記載のフレッシュ触媒についてのＮＯＸ転化率のデータ、及び
従来技術で知られている触媒についての比較例のデータを示すグラフである。
【図２】本発明の実施例に記載のフレッシュ触媒についてのＮＯＸ転化率のデータ、及び
従来技術で知られている触媒についての比較例のデータを示すグラフである。
【図３】本発明の実施例に記載のフレッシュ触媒についてのＮＯＸ転化率のデータ、及び
従来技術で知られている触媒についての比較例のデータを示すグラフである。
【図４】本発明の実施例に記載の熟成触媒についてのＮＯＸ転化率のデータ、及び従来技
術で知られている熟成触媒についての比較例のデータを示すグラフである。
【図５】本発明の実施例に記載の二種の異なる触媒についてのＮＯＸ転化率のデータ、及
び従来技術で知られている触媒についての比較例のデータを示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　好ましい実施態様において、本発明は、環境大気質を改善するための触媒、特にディー
ゼル及び他のリーンバーンエンジンにより生じる排気ガス排出を改善するための触媒に向
けられる。排気ガス排出は、少なくとも一部には、リーンバーン排気ガス中、幅広い操作
上の温度範囲を超えて、ＮＯＸ及び／又はＮＨ３スリップ濃度により改善される。有用な
触媒は、選択的にＮＯＸを還元し、及び／又は酸化雰囲気でアンモニアを酸化する（アン
モニアスリップ）触媒（すなわち、ＳＣＲ触媒、及び／又はＡＳＣ触媒）である。



(5) JP 6476115 B2 2019.2.27

10

20

30

40

50

【００１８】
　好ましい実施態様において、（ａ）鉄で活性化されたアルミノシリケートのモレキュラ
ーシーブ又はＭＦＩ、ＢＥＡ、及びＦＥＲからなる群から選択される骨格を有するフェロ
シリケートのモレキュラーシーブ（アモルファスの鉄のモレキュラーシーブとしても知ら
れる）を含むモレキュラーシーブ成分と、（ｂ）酸化チタンを含む金属酸化物担体上に担
持される一又は複数のバナジウムの酸化物を含むバナジウム成分とのブレンドを含む触媒
組成物は提供される。
【００１９】
　ここで用いられるように、「ブレンド」という用語は、各成分がブレンドとして同じ目
的のために単独で使用され得る二種又はそれ以上の触媒成分の本質的に均一な組み合わせ
を意味する。ブレンド中で組み合わされる時、個々の触媒成分は容易に分離されない。そ
して、少なくとも一部には、組み合わせの相乗作用の性質のため、構成部分の触媒効果は
、互いに区別がつかない。
【００２０】
　好ましい実施態様において、触媒組成物は、重量に基づきモレキュラーシーブ成分（鉄
を含めて）と比較して、大部分のバナジウム成分（金属酸化物の担体を含めて）を含む。
特定の実施態様において、該触媒組成物は、バナジウム成分とモレキュラーシーブ成分を
約１：１から約９９：１の重量比で含む。好ましくは、該バナジウム成分とモレキュラー
シーブ成分は、約２：１から約４：１、約５：１から約１０：１、又は約１０：１から約
５０：１の重量比で存在する。ここで、該バナジウム成分は、酸化チタンの酸化物（類）
、バナジウムの酸化物（類）、及び任意にブレンド中に存在し、もし存在するのであれば
別の非触媒金属酸化物を含まないタングステンに対する酸化物（類）の量に基づく重量比
のために計算される。該組成物中に存在するかもしれない非触媒金属酸化物の非限定の例
は、結合剤並びにアルミナ、ジルコニア、セリア、シリカ、アルミナ又はセリアの混合物
、アルミナ上に覆われるセリア、及び（非ゼオライト）シリカ－アルミナ、アルミナ－ジ
ルコニア、アルミナクロミア、及びアルミナセリア等の混合酸化物のような他種の添加剤
を含む。結合剤は、ＳＣＲプロセス用の触媒的に活性な金属で活性化されず、及び／又は
触媒金属酸化物と比較して更により大きい粒径を有するので、該組成物中の触媒金属酸化
物とは異なる。当業者は、該比がブレンド中の触媒的に活性な成分の相対比率を示し、フ
ィラー、繊維状補強剤、加工助剤、水、及びスラリー、ウォッシュコート、及び押出可能
なペースト等の触媒組成物の種々の形態中に存在するかもしれないもののような他の成分
を示さないことも認識するであろう。
【００２１】
　もう一つの実施態様において、触媒組成物は、ブレンド中の触媒的に活性な成分の全重
量に基づき、約６０から約９９重量パーセントのバナジウム成分と、約１から約４０重量
パーセントのモレキュラーシーブ成分を含む。特定の実施態様において、該触媒組成物は
、約６０から約７０、約７５から約８５、又は約９０から約９７重量パーセントのバナジ
ウム成分と約３０から約４０、約１５から約２５、又は約３から約１０重量パーセントの
モレキュラーシーブ成分を含む。
【００２２】
　好ましいバナジウム成分は、チタンの酸化物と任意にタングステンの酸化物を含む担体
上にバナジウムの酸化物を含む。特定の実施態様において、チタンの酸化物とバナジウム
の酸化物は、約３０：１から約２：１、より好ましくは約２０：１から約５：１、及び更
により好ましくは約１５：１から約７：１の重量比で存在する。特定の実施態様において
、触媒組成物は、バナジウム成分の全重量に基づき、約２５重量パーセントまで、好まし
くは約１から約２５重量パーセントまで、より好ましくは約５から約２０重量パーセント
まで、及び更により好ましくは約７から約１５重量パーセントまでのタングステンの酸化
物を含む。
【００２３】
　チタンの好ましい酸化物は、チタニア又は酸化チタン（ＩＶ）としても知られている二
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酸化チタン（ＴｉＯ２）であり、好ましくはアナターゼ形である。特定の実施態様におい
て、ＴｉＯ２は、ルチル形と比較してアナターゼ形が、少なくとも９０重量パーセント、
及びより好ましくは少なくとも９５重量パーセントである。特定の実施態様において、Ｔ
ｉＯ２は、例えば硫酸処理の最終製品として、化学的に安定化され及び／又は予備か焼さ
れる。このような化学的に安定化されるＴｉＯ２は、Ｘ線回折法でＴｉＯ２格子に特有で
あるＸ線反射を示す。
【００２４】
　典型的には、ＴｉＯ２は、バナジウムの酸化物（類）のための高表面積担体として用い
られ、好ましい実施態様は五酸化バナジウム（Ｖ２Ｏ５）であり、バナジウム（Ｖ）酸化
物又はバナジアとしても知られている。特定の実施態様において、バナジウムの酸化物（
類）は、一又は複数の五酸化バナジウム、三酸化バナジウム、二酸化バナジウム、又はバ
ナジン酸鉄のようなバナジン酸の遷移金属塩若しくは希土類金属塩である。担体は、タン
グステンの酸化物（類）、好ましくは、タングステン（ＩＶ）酸化物としても知られる三
酸化タングステン（ＷＯ３）も含む。このように、Ｖ２Ｏ５－ＴｉＯ２又はＶ２Ｏ５－Ｔ
ｉＯ２／ＷＯ３は、自己担持触媒粒子である。種々の実施態様において、触媒金属酸化物
は、約１０から約３００ｍ２／ｇ又はより大きい表面積（ＢＥＴ）を有するであろう。特
定の実施態様において、ＴｉＯ２又はＴｉＯ２／ＷＯ３は、約１０から約２５０ナノメー
トル（ｎｍ）、好ましくは約１０から約１００ｎｍの平均粒径を有するであろう。
【００２５】
　好ましくは、モレキュラーシーブは、アルミノシリケートであり、好ましくは骨格中に
置換された金属がなく、あるいはフェロシリケートである。好ましい骨格は、ＦＥＲ、Ｍ
ＦＩ、及びＢＥＡを含む。特定の実施態様において、モレキュラーシーブは、微細孔モレ
キュラーシーブではない。モレキュラーシーブ、特にアルミノシリケートは、Ｈ＋型又は
遷移金属でイオン交換される。好ましくは、アルミノシリケートには、実質的にアルカリ
又はアルカリ土類金属はない。Ｈ＋型のモレキュラーシーブには、好ましくは、非骨格金
属はない。有用な遷移金属の例は、Ｆｅ、Ｃｕ、Ｎｉ、Ｃｏ、Ｚｎ、及びＮｉを含み、Ｆ
ｅ及びＣｕは好ましく、Ｆｅは特に好ましい。特定の実施態様において、モレキュラーシ
ーブは、本質的にＦｅ以外のいかなる非骨格金属もない。好ましくは、モレキュラーシー
ブの合成の後にイオン交換が起こる。
【００２６】
　好ましいブレンドは、鉄で活性化されたモレキュラーシーブ又はＭＦＩ、ＢＥＡ、及び
ＦＥＲから選択される少なくとも一つの骨格を有するフェロシリケートのモレキュラーシ
ーブを含む。該モレキュラーシーブは、ゼオライト及び非ゼオライト材料から選択され得
る。ゼオライトは、一般にアルミノシリケートであると考えられるが、非ゼオライトモレ
キュラーシーブは、特定のゼオライト結晶構造（例えば、ＩＺＡ　Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ　
Ｔｙｐｅ）を有するモレキュラーシーブであり、しかし、アルミノシリケートの代わりに
非ゼオライトモレキュラーシーブは、その結晶格子中に存在する一又は複数の非アルミニ
ウム／非シリコンカチオン、例えば、リン、鉄等、を有する。非ゼオライトモレキュラー
シーブの有用な型は、シリコアルミノリン酸塩（ＳＡＰＯｓ）及びフェロシリケートを含
む。Ｆｅ含有ＭＦＩ、ＢＥＡ、及びＦＥＲ等の鉄含有アルミノシリケートモレキュラーシ
ーブは、特に好ましく、ＭＦＩを用いるのが好ましい。
【００２７】
　有用なＭＦＩのアイソタイプは、ＺＳＭ－５、［Ｆｅ－Ｓｉ－Ｏ］－ＭＦＩ、ＡＭＳ－
１Ｂ、ＡＺ－１、Ｂｏｒ－Ｃ、ボラライト、エンシライト、ＦＺ－１、ＬＺ－１０５、ム
ティーナ沸石、ＮＵ－４、ＮＵ－５、シリカライト、ＴＳ－１、ＴＳＺ、ＴＳＺ－ＩＩＩ
、ＴＺ－０１、ＵＳＣ－４、ＵＳＩ－１０８、ＺＢＨ、ＺＫＱ－１Ｂ、及びＺＭＱ－ＴＢ
を含み、ＺＳＭ－５が特に好ましい。有用なＦＥＲのアイソタイプは、フェリエライト、
［Ｓｉ－Ｏ］－ＦＥＲ、ＦＵ－９、ＩＳＩ－６、単斜晶系フェリエライト、ＮＵ－２３、
Ｓｒ－Ｄ、及びＺＳＭ－３５を含む。有用なＢＥＡのアイソタイプは、ベータ、［Ｔｉ－
Ｓｉ－Ｏ］－＊ＢＥＡ、ＣＩＴ－６、及びツァーニック沸石を含む。このような材料に対
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する典型的なＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３のモル比は、３０から１００であり、典型的なＳｉＯ

２／Ｆｅ２Ｏ３のモル比は、２０から３００、２０から１００等である。
【００２８】
　好ましくは、ＢＥＡ骨格は、鉄で交換されるか又は鉄と同型のＢＥＡ分子構造（ＢＥＡ
型フェロシリケートとしても参照される）を含み、鉄と同型のＢＥＡ分子構造が特に好ま
しい。特定の好ましい実施態様において、ＢＥＡ型フェロシリケート分子構造は、（１）
約２０から約３００のモル比のＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３を有する鉄含有ＢＥＡ骨格構造、及
び／又は（２）フレッシュ状態で孤立鉄イオン、Ｆｅ３＋として少なくとも８０％含有さ
れる鉄、を有する結晶性シリケートである。本発明において有用な好ましいＢＥＡ型フェ
ロシリケートは、次の組成式により表される組成を有する。
　　　　　（ｘ＋ｙ）Ｍ（２／ｎ）Ｏ・ｘＦｅ２Ｏ３・ｙＡｌ２Ｏ３・ｚＳｉＯ２・ｗＨ

２Ｏ
式中、ｎはカチオンＭの原子価であり、ｘ、ｙ、及びｚはそれぞれＦｅ２Ｏ３、Ａｌ２Ｏ

３、及びＳｉＯ２のモル分率を表し、ｘ＋ｙ＋ｚ＝１、ｗは少なくとも０の数であり、ｚ
／ｘは２０から３００であり、ｙは０であってもよく、任意にｚ／ｙは少なくとも１００
である。
【００２９】
　好ましくは、鉄含有ＢＥＡ骨格構造は、ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３のモル比が約２５から約
３００、約２０から約１５０、約２４から約１５０、約２５から約１００、又は約５０か
ら約８０である。モルを単位にしたｌｏｇ（ＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３）の上限は、特に制限
されず、該モルを単位にしたｌｏｇ（ＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３）は、少なくとも２であるこ
とを提供される（すなわち、ＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３のモル比は、少なくとも１００である
）。該モルを単位にしたｌｏｇ（ＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３）は、好ましくは少なくとも２．
５（すなわち、ＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３のモル比は、少なくとも３１０である）、より好ま
しくは少なくとも３である（すなわち、ＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３のモル比は、少なくとも１
０００である）。該モルを単位にしたｌｏｇ（ＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３）が４を超える場合
は、すなわち、ＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３のモル比は、少なくとも１００００になる。
【００３０】
　特定の実施態様において、Ｆｅ－ＢＥＡアルミノシリケートモレキュラーシーブは、予
備熟成される。予備熟成されるＦｅ－ＢＥＡアルミノシリケートは、一般的なＦｅ－ＢＥ
Ａよりもかなり良い結果を生じ得る。従って、より一般的な処理である５００℃１時間の
熟成の代わりに、該Ｆｅ－ＢＥＡアルミノシリケートは、好ましくは６００－９００℃、
好ましくは６５０－８５０℃、より好ましくは７００－８００℃、及び更により好ましく
は７２５－７７５℃で熟成され、３－８時間、好ましくは４－６時間、より好ましくは４
．５－５．５時間、更により好ましくは４．７５－５．２５時間熟成される。予備熟成さ
れるＦｅ－ＢＥＡアルミノシリケートを用いる実施態様は、Ｎ２Ｏの生成が望ましくない
応用において有利である。
【００３１】
　特定の実施態様において、鉄は、モレキュラーシーブの全重量に基づき約０．１から約
１０重量パーセント（ｗｔ％）の濃度で、モ例えば、約０．５ｗｔ％から約５ｗｔ％まで
、約０．５から約１ｗｔ％まで、約１ｗｔ％から約５ｗｔ％まで、約２ｗｔ％から約４ｗ
ｔ％まで、及び約２ｗｔ％から約３ｗｔ％まで、レキュラーシーブ材料中に存在する。従
来からよく知られている技術を使用する、液相交換若しくは固体のイオン交換を含む、又
はインシピエントウェットネスプロセスによる本発明における使用のために、鉄は、モレ
キュラーシーブ中に導入され得る。このような材料は、ここでは鉄含有又は鉄で活性化さ
れるモレキュラーシーブと呼ばれる。鉄含有アルミノシリケートゼオライトの製造のため
に、Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｃａｔａｌｙｓｉｓ　２３２（２）３１８－３３４　（２０
０５）、欧州特許出願公開第２０７２１２８号、国際公開第２００９／０２３２０２号を
参照し、これらは出典明示によりここに援用される。
【００３２】
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　本発明の触媒組成物は、バナジウム成分とモレキュラーシーブ成分をブレンドすること
により調製され得る。ブレンド技術の様式は、特に限定されない。特定の実施態様におい
て、ＴｉＯ２／ＷＯ３の懸濁液は、Ｖ２Ｏ５粉末と鉄で活性化されるモレキュラーシーブ
の粉末が加えられて調製される。得られた懸濁液は、ウォッシュコートとして処方され得
るか、又は乾燥され粉末の形状でか焼され得て、その後、ウォッシュコート又は押出成形
可能な材料を調製するために使用される。
【００３３】
　ここで記載される触媒ゼオライトは、酸素とアンモニアの競争反応に対して、還元剤の
、好ましくはアンモニアの、窒素酸化物との反応を促進し、選択的に単純な窒素（Ｎ２）
と水（Ｈ２Ｏ）を生成し得る。一実施態様において、該触媒は、窒素酸化物のアンモニア
との反応に有利になるように処方され得る（すなわち、ＳＣＲ触媒）。もう一つの実施態
様において、該触媒は、ＳＣＲ触媒反応中に消費されないアンモニアを処理するために処
方され得る（すなわち、アンモニアスリップ）。ここで、アンモニアスリップ触媒（ＡＳ
Ｃ）は、アンモニアの酸素との反応に有利になるように処方される。更にもう一つの実施
態様において、ＳＣＲ触媒とＡＳＣ触媒は、連続して使用され、両方の触媒は、ここで記
載される触媒ブレンドを含み、ＳＣＲ触媒は、ＡＳＣ触媒の上流にある。
【００３４】
　特定の実施態様において、ＡＳＣ触媒は、酸化下層上の最上層として配され、該下層は
、白金族金属（ＰＧＭ）触媒又は非ＰＧＭ触媒を含む。特定の実施態様において、ＡＳＣ
触媒は、押出成形されたハニカムレンガ状の塊であるか又は基材、好ましくはフロースル
ー金属製又はコーディエライト製のハニカムのような、最小の背圧で、大きな接触面を提
供するために計画される基材に塗布される。例えば、好ましい基材は、低背圧を保証する
ために約２５から約３００平方インチ当たりのセル数（ＣＰＳＩ）を有する。低背圧を達
成することは、低圧のＥＧＲ性能に対してＡＳＣ触媒の効果を最小化するために特に重要
である。ＡＳＣ触媒は、ウォッシュコートとして基材に塗布され得、好ましくは約０．３
から３．５ｇ／ｉｎ３の担持を達成するために塗布され得る。更なるＮＯＸ転化を提供す
るために、基材の前方部分は、まさにＳＣＲコーティングで覆われ得て、後方は、アルミ
ナ担体上にＰｔ又はＰｔ／Ｐｄを更に含み得るＳＣＲ及びＡＳＣ触媒で覆われる。
【００３５】
　本発明のもう一つの態様によると、排気ガス中のＮＯＸ化合物の選択的接触還元及びＮ
Ｈ３の選択的接触酸化のための方法が提供され、その方法は、排気ガス中のＮＯＸ及び／
又はＮＨ３化合物の濃度を減少するのに十分な時間、排気ガスをここに記載する触媒ブレ
ンドに接触することを含む。特定の実施態様において、窒素酸化物は、還元剤とともに触
媒ブレンドの存在下、少なくとも約１００℃の温度で、還元される。特定の実施態様にお
いて、ＮＯＸ化合物は、約２００℃から約６５０℃の温度で還元される。４５０℃よりも
高い温度を利用する実施態様は、例えば、炭化水素をフィルターの上流の排気システムに
注入することにより、活発に再生される（任意に触媒化される）ディーゼルパティキュレ
ートフィルターを含む排気システムを備える大型及び軽量ディーゼルエンジンからの排気
ガスを処理するために特に有用であり、本発明の使用のための該ゼオライト触媒は、フィ
ルターの下流に配置される。別の実施態様において、モレキュラーシーブＳＣＲ触媒は、
フィルター基材上に導入される。本発明の方法は、一又は複数の次の工程、（ａ）触媒フ
ィルターの入口と接触しているスートを蓄積及び／又は燃焼する工程、（ｂ）触媒フィル
ターと接触する前に、好ましくはＮＯＸと該還元剤の処理を必要とする触媒化工程の介在
なく、窒素系還元剤を排気ガス流中に導入する工程、（ｃ）ＮＯＸ吸着触媒上でＮＨ３を
生成する工程、及び好ましくは下流のＳＣＲ反応で還元剤としてＮＨ３を使用する工程、
（ｄ）排気ガス流をＤＯＣと接触し、可溶性有機成分（ＳＯＦ）に基づく炭化水素及び／
又はＣＯ２中の一酸化炭素を酸化し、及び／又はＮＯ２中のＮＯを酸化する工程、同様に
、パティキュレートフィルター中のパティキュレートマターを酸化するために使用されて
もよく、及び／又は排気ガス中のパティキュレートマター（ＰＭ）を還元する工程、（ｅ
）排気ガスを還元剤の存在下、一又は複数のフロースルーＳＣＲ触媒装置（類）と接触し
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、排気ガス中のＮＯＸ濃度を減少させる工程、（ｆ）排気ガスを大気中に放出する前に、
排気ガスをＡＳＣ触媒と、好ましくはＳＣＲ触媒の下流で、接触し、全てではないが、ほ
とんどのアンモニアを酸化する工程、又は排気ガスがエンジンに入る／再入する前に、排
気ガスを再循環ループに通す工程、を含み得る。
【００３６】
　ＳＣＲ過程のための還元剤（還元試薬としても知られている）は、排気ガス中でＮＯＸ

の還元を促進するいかなる化合物も広く意味する。本発明において有用な還元剤の例は、
アンモニア、ヒドラジン又は尿素（（ＮＨ２）２ＣＯ）、炭酸アンモニウム、カルバミン
酸アンモニウム、炭酸水素アンモニウム若しくはぎ酸アンモニウムのようないかなる適切
なアンモニア前駆体、及びディーゼル燃料のような炭化水素などを含む。特に好ましい還
元剤は、窒素に基づき、特に好ましくはアンモニアを伴う。特定の実施態様において、還
元剤は、メタン、ディーゼル燃料等の炭化水素であり得る。
【００３７】
　特定の実施態様において、全て又は少なくとも一部の窒素系還元剤、特にＮＨ３は、Ｓ
ＣＲ触媒、例えば、ウォールフロー型フィルター上に配される本発明のＳＣＲ触媒、の上
流に配されるＮＯＸ吸収触媒（ＮＡＣ）、リーンＮＯＸトラップ（ＬＮＴ）、又はＮＯＸ

吸蔵／還元触媒（ＮＳＲＣ）により供給され得る。本発明に有用なＮＡＣ成分は、塩基性
材料（アルカリ金属の酸化物、アルカリ土類金属の酸化物、及びこれらの組み合わせを含
むアルカリ金属、アルカリ土類金属、又は希土類金属など）及び貴金属（白金等）、及び
任意にロジウムのような還元性触媒成分を含む。ＮＡＣにおいて有用な塩基性材料の具体
的な種類は、酸化セシウム、酸化カリウム、酸化マグネシウム、酸化ナトリウム、酸化カ
ルシウム、酸化ストロンチウム、酸化バリウム、及びこれらの組み合わせを含む。貴金属
は、好ましくは約１０から約２００ｇ／ｆｔ３、例えば、２０から６０ｇ／ｆｔ３存在す
る。あるいは、触媒の貴金属は、約４０から約１００グラム／ｆｔ３までであり得る平均
濃度により特徴づけられる。
【００３８】
　特定の条件下、周期的にリッチな再生現象の間、ＮＨ３は、ＮＯＸ吸収触媒上で生成さ
れ得る。ＮＯＸ吸収触媒の下流のＳＣＲ触媒は、ＮＯＸ還元効率のシステム全体を改善し
得る。該複合システムにおいて、ＳＣＲ触媒は、ＮＡＣ触媒から放出されるＮＨ３を吸蔵
することが可能であり、通常のリーン操作条件中、ＮＡＣ触媒をすり抜けるＮＯＸのいく
らか又は全てを選択的に還元するために吸蔵されたＮＨ３を利用する。
【００３９】
　別の実施態様において、窒素系還元剤又はこの前駆体は、排気ガス流中に導入され、好
ましくはＳＣＲ触媒の上流でディーゼル酸化触媒の下流に導入される。この還元剤の導入
は、注入装置、噴射ノズル、又は類似の装置により達成され得る。
【００４０】
　本発明の方法は、燃焼過程由来、例えば、内燃機関（移動式又は固定式）、ガスタービ
ン、及び石炭又は石油火力発電所から、の排気ガスに対して実施され得る。該方法は、精
錬することのような工業的過程から、精錬所のヒーター及びボイラー、燃焼炉、化学プロ
セス工業、コークス炉、都市廃棄物プラント、及び焼却炉などから、ガスを処理するため
にも使用され得る。特定の実施態様において、該方法は、車両のリーンバーン内燃機関、
例えば、ディーゼルエンジン、リーンバーンガソリンエンジン、又は液化石油ガス若しく
は天然ガスにより駆動されるエンジン、から排気ガスを処理するために使用される。
【００４１】
　更なる態様によると、本発明は、車両のリーンバーン内燃機関のための排気システムを
提供し、該システムは、排気ガス流れ、窒素系還元剤、及びここで記載される触媒ブレン
ドを運ぶための導管を含む。触媒ブレンドは、望まれる効果以上で、例えば、１００℃よ
り高く、１５０℃より高く、又は１７５℃より高く、ＮＯＸの還元を触媒することが可能
であることが決定される時にのみ、該システムは、窒素系還元剤を排気ガス流れ中で測定
するための制御装置を含み得る。該制御方法による決定は、排気ガスの温度、触媒床の温
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度、アクセル開度、該システム中の排気ガスの質量流量、吸気負圧、点火時期、エンジン
回転速度、排気ガスのラムダ値、エンジン中に注入される燃料の量、排気ガス再循環（Ｅ
ＧＲ）バルブの位置、及びそれによるＥＧＲの量とブースト圧からなる群から選択される
エンジンの状態の一又は複数の適切な入力により補助され得る。
【００４２】
　特定の実施態様において、測定は、直接的に（適切なＮＯＸセンサーを用いて）又は間
接的に排気ガス中の窒素酸化物の量に応じて制御され、例えば、あらかじめ関連する探索
表又は図を用いること、すなわち、制御装置に保存され、排気ガスの予測されるＮＯＸ含
有量でエンジンの状態を示すいずれか一又は複数の上述の入力を相関させることで制御さ
れる。窒素系還元剤の測定は、６０％から２００％の理論的なアンモニアが、１：１のＮ
Ｈ３／ＮＯ及び４：３のＮＨ３／ＮＯ２と見積もられるＳＣＲ触媒に入る排気ガス中に存
在するように準備され得る。該制御方法は、電子制御ユニット（ＥＤＵ）のようなあらか
じめプログラムされた処理装置を含み得る。
【００４３】
　更なる実施態様において、排気ガス中の一酸化窒素を二酸化窒素に酸化するディーゼル
酸化触媒は、窒素系還元剤を排気ガス中で測定する地点の上流に設置され得る。一つの実
施態様において、該ディーゼル酸化触媒は、例えば、２５０℃から４５０℃の酸化触媒の
入口での排気ガス温度で、ＮＯ２に対するＮＯの体積比が約４：１から約１：３であるＳ
ＣＲゼオライト触媒に入るガス流を生じるために適合される。もう一つの実施態様におい
て、ＮＯ２に対するＮＯは、約１：２から約１：５の体積比で維持される。ディーゼル酸
化触媒は、フロースルーモノリス基材上に覆われる少なくとも一種の白金族金属（又はこ
れらのある組合せ）、例えば、白金、パラジウム、又はロジウムを含み得る。一つの実施
態様において、少なくとも一種の白金族金属は、白金、パラジウム、又は白金とパラジウ
ム両方の組合せである。白金族金属は、高表面積ウォッシュコート成分上、例えば、アル
ミナ、アルミノシリケートゼオライトのようなゼオライト、シリカ、非ゼオライトシリカ
アルミナ、セリア、ジルコニア、又はセリアとジルコニア両方を含有する混合若しくは複
合酸化物、に担持され得る。
【００４４】
　更なる実施態様において、適切なフィルター基材は、ディーゼル酸化触媒とＳＣＲ触媒
の間に設置される。フィルター基材は、上記のどれからでも、例えば、ウォールフロー型
フィルターから、選択され得る。例えば、上述の種類の酸化触媒を用いて、フィルターが
触媒化される場所、好ましくは窒素系還元剤を測定する地点は、フィルターとＳＣＲ触媒
ブレンドの間に設置される。あるいは、フィルターが触媒化されない場合、窒素系還元剤
を測定するための方法は、ディーゼル酸化触媒とフィルターの間に配置され得る。
【００４５】
　更なる実施態様において、本発明で使用するための触媒ブレンドは、酸化触媒の下流に
配置されるフィルター上に覆われる。フィルターが触媒ブレンドを含む場所で、窒素系還
元剤を測定する地点は、好ましくは酸化触媒とフィルターの間に配置される。
【００４６】
　更なる態様において、本発明による排気システムを含む車両のリーンバーンエンジンが
提供される。車両のリーンバーン内燃機関は、ディーゼルエンジン、リーンバーンガソリ
ンエンジン、又は液化石油ガス若しくは天然ガスにより駆動されるエンジンであり得る。
【００４７】
　ここに用いられるように、「本質的にからなる」という用語は、触媒組成物に関して、
該組成物が指定される触媒成分を含有するが、請求される発明の基本的で新規な特徴に実
質的に影響を及ぼす付加的成分を含有しないことを意味する。すなわち、触媒組成物は、
所望の反応のための触媒として別の方法で役立つか又は請求する触媒の基本的な触媒の性
質を高めるために役立つ付加的成分を含まない。
【実施例】
【００４８】
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実施例１：触媒の調製
　触媒組成物は、鉄交換されたＭＦＩアルミノシリケートをＶ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３

懸濁液とブレンドすることによって調製された。得られた組成物は、鉄交換されたＭＦＩ
アルミノシリケートとＶ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３固体の組み合わされた重量に基づき、
約２０パーセントの鉄交換されたＭＦＩアルミノシリケートを含有した。５重量パーセン
トの鉄交換されたＭＦＩアルミノシリケートを含有する触媒、２０重量パーセントの鉄交
換されたＦＥＲアルミノシリケートを含有する触媒、５重量パーセントの鉄交換されたＦ
ＥＲアルミノシリケートを含有する触媒、２０重量パーセントのＢＥＡフェロシリケート
を含有する触媒、及び１０重量パーセントのＢＥＡフェロシリケートを含有する触媒を調
製するために、類似の方法が続く。
【００４９】
　これらの触媒ブレンドは、押出可能な塊に成形され、混練され、引張られ、そして押出
されて１インチ径×１４０ｍｍのハニカムレンガ状の塊に形成された。
【００５０】
　更に、２０重量パーセントの鉄交換されたＭＦＩアルミノシリケートを含有する触媒材
料は、押出可能な塊に成形され、混練され、引張られ、そして押出されて１０．５インチ
径×５．０インチ４００／１１のハニカム状レンガ及び１０．５インチ径×７．０インチ
４００／１１のハニカムレンガ状の塊に形成された。
【００５１】
実施例２：触媒性能（ＮＯ２レベルの変化）
　鉄交換されたＭＦＩアルミノシリケートとＶ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３のブレンド（２
０ｗｔ％　Ｆｅ－ＭＦＩ）を含有する押出された１インチ径×１４０ｍｍのハニカムレン
ガ状の塊は、模擬ディーゼルエンジン排気ガスに約６００００／時間の空間速度でさらさ
れた。該模擬排気ガスは、約９．３ｗｔ％のＯ２、約７．０ｗｔ％のＨ２Ｏ、約１００ｐ
ｐｍのＮＯＸ（ＮＯのみ）、約１００ｐｐｍのＮＨ３、及び残りのＮ２を含有した。ＮＯ

Ｘ転化率に対する該触媒の能力は、１８０、２１５、２５０、３００、４００、及び５０
０℃の温度で測定された。
【００５２】
　比較例のために、類似する触媒のレンガ状の塊は、Ｖ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３のみ使
用して調製された。該比較例の試料は、類似する条件下でＮＯＸ転化率のためにも試験さ
れた。
【００５３】
　これらのフレッシュな試料（すなわち、非熟成）についてのＮＯＸ転化率のデータは、
図１に示される。ここで、該データは、０％のＮＯ２で、Ｆｅ－ＭＦＩとＶ２Ｏ５－Ｔｉ
Ｏ２／ＷＯ３のブレンドに基づく触媒が、Ｖ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３のみ含有する触媒
と比較して高い温度でより良いＮＯＸ転化率の結果となることを示す。
【００５４】
　この試験は、ＮＯＸ流が３５重量パーセントのＮＯ２を含有するために調整されること
以外、繰り返された。これらのフレッシュな試料についての該ＮＯＸ転化率のデータは、
図２に示される。ここで、該データは、３５％のＮＯ２で、Ｆｅ－ＭＦＩとＶ２Ｏ５－Ｔ
ｉＯ２／ＷＯ３のブレンドに基づく触媒が、Ｖ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３のみ含有する触
媒と比較して広範囲の温度にわたりより良いＮＯＸ転化率の結果となることを示す。
【００５５】
　この試験は、ＮＯＸ流が６５重量パーセントのＮＯ２を含有するために調整されること
以外、繰り返された。これらのフレッシュな試料についての該ＮＯＸ転化率のデータは、
図３に示される。ここで、該データは、６５％のＮＯ２で、Ｆｅ－ＭＦＩとＶ２Ｏ５－Ｔ
ｉＯ２／ＷＯ３のブレンドに基づく触媒が、Ｖ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３のみ含有する触
媒と比較して広範囲の温度にわたりより良いＮＯＸ転化率の結果となることを示す。
【００５６】
実施例３：触媒性能（水熱熟成後）
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　鉄交換されたＭＦＩアルミノシリケートとＶ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３のブレンド（２
０重量パーセントのＦｅ－ＭＦＩ）を含有する押出された１インチ径×１４０ｍｍのハニ
カムレンガ状の塊は、１００時間５８０℃で熟成された。三種のフレッシュなレンガ状の
塊も各々次の条件の一つ、すなわち、１００時間５８０℃と１０％のＨ２Ｏ、１００時間
６５０℃、及び１００時間６５０℃と１０％のＨ２Ｏで熟成された。
【００５７】
　比較例のために、二種の類似する触媒のレンガ状の塊は、Ｖ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３

のみ使用して調製された。各比較例の試料は、次の条件の一つ、すなわち、１００時間５
８０℃、及び１００時間６５０℃で熟成された。
【００５８】
　全てのレンガ状の塊は、模擬ディーゼルエンジン排気ガスに約６００００／時間の空間
速度でさらされた。該模擬排気ガスは、約９．３ｗｔ％のＯ２、約７．０ｗｔ％のＨ２Ｏ
、約１００ｐｐｍのＮＯＸ（ＮＯのみ）、約１００ｐｐｍのＮＨ３、及び残りのＮ２を含
有した。ＮＯＸ転化率に対する該触媒の能力は、１８０、２１５、２５０、３００、４０
０、及び５００℃の温度で測定された。
【００５９】
　これらの熟成された試料についての該ＮＯＸ転化率のデータは、図４に示される。ここ
で、該データは、Ｆｅ－ＭＦＩとＶ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３のブレンドに基づく触媒が
、Ｖ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３のみ含有する触媒と比較して更により水熱的に安定であり
、特に厳しい熟成条件下で安定であったことを示す。
【００６０】
実施例４：触媒性能の比較
　鉄交換されたＭＦＩアルミノシリケートとＶ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３のブレンド（２
０重量パーセントのＦｅ－ＭＦＩ）を含有する押出された１インチ径×１４０ｍｍのハニ
カムレンガ状の塊は、模擬ディーゼルエンジン排気ガスに約６００００／時間の空間速度
でさらされた。該模擬排気ガスは、約９．３ｗｔ％のＯ２、約７．０ｗｔ％のＨ２Ｏ、約
１００ｐｐｍのＮＯＸ（６５重量パーセントのＮＯ２）、約１００ｐｐｍのＮＨ３、及び
残りのＮ２を含有した。ＮＯＸ転化率に対する該触媒の能力は、１８０、２１５、２５０
、３００、４００、及び５００℃の温度で測定された。
【００６１】
　別の押出された１インチ径×１４０ｍｍのハニカムレンガ状の塊であるが、鉄交換され
たＦＥＲアルミノシリケートとＶ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３のブレンド（２０重量パーセ
ントのＦｅ－ＦＥＲ）を含有するハニカムレンガ状の塊は、模擬ディーゼルエンジン排気
ガスに約６００００／時間の空間速度でさらされた。該模擬排気ガスは、約９．３ｗｔ％
のＯ２、約７．０ｗｔ％のＨ２Ｏ、約１００ｐｐｍのＮＯＸ（６５重量パーセントのＮＯ

２）、約１００ｐｐｍのＮＨ３、及び残りのＮ２を含有した。ＮＯＸ転化率に対する該触
媒の能力は、１８０、２１５、２５０、３００、４００、及び５００℃の温度で測定され
た。
【００６２】
　比較のために、類似する触媒のレンガ状の塊は、Ｖ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３のみ使用
して調製された。該比較例の試料は、類似する条件下でＮＯＸ転化率のためにも試験され
た。
【００６３】
　これらの試料についての該ＮＯＸ転化率のデータは、図５に示される。ここで、該デー
タは、６５％のＮＯ２で、Ｆｅ－ＭＦＩとＶ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３のブレンドに基づ
く触媒が、Ｆｅ－ＦＥＲとＶ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３を含有する触媒と比較して高い温
度でより良いＮＯＸ転化率の結果となることを示し、Ｆｅ－ＭＦＩとＶ２Ｏ５－ＴｉＯ２

／ＷＯ３のブレンドに基づく触媒が、Ｖ２Ｏ５－ＴｉＯ２／ＷＯ３のみ含有する触媒と比
較して高い温度でより良いＮＯＸ転化率の結果となることを示す。
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